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FAX：０２８－７４６－９２１５ 

 

 

子供の町  

だより

 
 

                                                    

ごあいさつ 

「新年のご挨拶」 

社会福祉法人子供の町 

理事長 齊之平伸一 

謹んで新春をお祝い申し上げます。 

子供の町に対して、日頃よりご理解を賜

り、また、暖かいご支援を頂戴しております

こと、心より感謝申し上げます。 

子供の町では、保護者のいない子ども、虐

待されている子ども、その他環境上養護を

必要とする子どもを受け入れ、その自立を

支援するとともに家庭復帰に向けた取り組

みを行っております。 

近年、日常的ケアの他、医療的、心理的治

療が必要なケースが増えています。 

職員の皆さんには、２４時間、３６５日、

子どもたちのために交代で勤務いただいて

おり、心よりお礼申し上げます。 

このような子供の町が置かれている厳し

い環境の中で、昨年１年間も多くの方々よ

りご寄付頂きました。 

寄付金、お菓子、衣類、絵本、おもちゃ、

地域の方からは、給食で使用する食材、日用

品（シャンプー等、洗剤等）、クリスマスの

時期は、クリスマスプレゼント、チキン、ケ

ーキ、シャンメリー、ピザ他、様々なボラン

ティア、イベントなど物心両面のご寄付、ご

支援をいただきました。皆様のご寄付、ご支

援に深く感謝申し上げます。 

新年も、子供たちの最善の利益を守るた

めに努力する所存でございます。 

 

「その時に備えて」 

子供の町施設長  坂本 仁志 

 明けましておめでとうございます。皆さ

まのお蔭をもちまして、今年も穏やかに新

年を迎えることが出来ました。昨年中、ご支

援、ご協力いただきましたことに感謝申し

上げます。 

 新年早々、元旦に能登半島を襲った地震

は、関東地方でも大きな揺れを感じ、石川県

をはじめ近県にも大きな被害が生じており

ます。未だ行方不明の方々やライフライン

の復旧も間々ならない報道に心が休まらな

い年の初めであります。 
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家族揃っておごそかに新年を迎えていた

であろうお正月の午後に思いもよらない災

害に見舞われ、命を奪われた方のご冥福と

被害に遭われた方々の健康をお祈り申し上

げます。 

 地震大国に暮らしている私たちにできる

ことは、いつ起こるかもしれないその時に

備えて。起きた時を想定した準備や訓練を

日頃から心がけておかなければと改めて感

じております。子供の町でも、今年度、リス

クマネジメント委員会が中心となり、業務

継続計画を作成しました。今後、これに基づ

いた訓練を実施し、子どもたちの安全を守

るため、非常時に備えておく必要を感じて

います。 

 

「今年もよろしくお願いします。」 

エンジェルホーム施設長 西村洋平 

新年あけましておめでとうございます。

今年もよろしくお願いします。 

 能登半島地震に被災された方、またその

御家族の皆様に心よりお見舞い申し上げる

とともに、一日も早い復興をお祈り申し上

げます。 

さて、私の住む野田市では、この１月より

「虐待防止条例」が施行されました。この条

例は児童、高齢者、障がい者、3 つの虐待全

てに対応する条例となっており、第１章に

総則として、目的や基本理念、市民の責務な

ど共通して制定できるものがまとめられて

います。そして第２章から４章でそれぞれ、

児童、高齢者、障がい者に分けて実務の具体

的なルールが制定されています。 

中でも「関係機関との連携」に力を入れた

り、市、県児相、警察や学校等が定期的に連

絡会を持ち、同じ方向性で情報交換や協議

が行われていくこととなります。すでに市

の担当課が各学校を訪問し情報共有を行う

取り組みが行われています。 

児童の意見表明や虐待防止の意識が高ま

る中、児童福祉の現場である私たちもまた、

入所している児童の最善の利益を追求して

いくことに加え、こうした地域の取り組み

のお手伝い、ゆくゆくはその中心となれる

ような法人・施設づくりをしていく必要が

あると考えさせられました。 

そのような思いを胸に、今年もまた適切

に施設が運営されるよう努力を続けてまい

りたいと思いますので、よろしくお願い致

します。 

 

 

第６０回記念 

子供の町のためのチャリティーバザー 

１０月９日に明治記念館にて開催しました。 

    ご支援ありがとうございました。 
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「チャリティーバザーのこと」 

子供の町後援会会長 松平恒忠 

「子供の町後援会」が設立されたのは

1959 年(昭和 34 年)で、初代会長は梨本伊

都子夫人でした。私の大伯母にあたります。

「子供の町」で生活する子どもたちの毎日

を少しでも楽しく充実したものにするため

に、後援会は一生懸命に資金集めに励んで

きました。その最大のイベントがチャリテ

ィーバザーです。設立初年度から毎年続け

て開催してまいりました。「子供の町」に心

を寄せて下さる各皇族方や様々な団体、個

人の皆様からの沢山のご寄贈品を、後援会

の会員やボランティアの方々の御協力で大

勢のお客様にお買い上げ頂いて、毎年百万

円以上の資金を集めることが出来ました。

明治記念館が毎年会場を提供して下さいま

した。 

2019 年に 60 回記念のチャリティーバザ

ーを予定していましたが、コロナ禍のため

延期を余儀なくされ、昨 2023 年に開催の運

びとなりました。当日、寬仁親王妃信子殿下

の御臨席を賜り、大勢のお客様にお集まり

いただきました。 

後援会では時代の変化に合わせて様々な

企画を立てながら、今後も全力をあげて「子

供の町」のお役に立ちたいと考えています。

今後も皆様のご協力を心からお願いいたし

ます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもたちの作品をご覧なる寛仁親王妃信子殿下」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KAD ダンスクラブの子どもたちと」 
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2024年 辰年 

今年の抱負は？ 

 

 

「僕の今年の抱負」       

エンジェルホーム 9 寮 R.Y. 

私は高校を辞めました。だからもう社会

人です。しかし、高校を辞めたからと言って

困った事はありません。むしろ楽しいくら

いです。何故かと言うと今は工事関係のバ

イトをやっていて優しい先輩と親方の社会

のマナー、生き方、厳しさを、そして 9 寮

の職員には、人間関係の作り方、コミュニケ

ーションの仕方を教わっているからだと思

います。しかし、バイトをしていると言って

もまだ、二カ月しか経っていません。初めに

もあるように困る事は無いのですが、不安

はあります。頑張りたいと思います。 

そんな私の抱負は「卒園しても、健康に過

ごして今まで支えてくれた人に報いる！」

です。 

 

「今年、頑張りたいこと」 

子供の町 すいせん 中 3 M.R. 

 私が今年頑張りたいことは、勉強です。理

由は、大人になってから困らないようにす

るためです。今は、日本語が難しく分からな

い言葉も多いです。だから、来年は、高校の

勉強だけではなく、日本語の勉強も頑張っ

ていきたいと思います。 

 また、私は英語が好きなので、英語にも力

を入れていきたいと思います。 

「2024 年の抱負」   

子供の町 ３寮 工藤 希 

3 年目を迎える 2024 年の抱負は、健康第

一です。 

子供の町職員として働き始めてから 2 年

の月日が過ぎようとしていますが、働き始

めてから今日まで、体調を崩して仕事を休

むことが多々あり、その度に勤務に穴を開

けてしまいました。 

特にコロナへの免疫がないようで、これ

までに 3 回感染し、3 度目の感染は昨年の

年末でした。 

健康に過ごすために、自炊をする、早寝早

起きをするなど規則正しい生活を心掛け、

苦手な運動は勤務での子ども達との外遊び

で補っていきたいと思います。 

心身ともに健康な状態で、仕事もプライ

ベートも充実の一年にしたいです。 

 

「2024 年」 

菜の花 時田友希乃 

元旦から暗いニュースが続いております

が、改めて困っている人に目を向け手助け

をできる人になりたいと思いました。いつ

も通りの生活を送れていることに感謝して

おります。 

子供の町職員として 5 年目を迎えるにあた

り、高い壁にぶつかることもあるかと思い

ますが 1 人で抱え込むことなく他の職員と

コミュニケーションを図りながら日々精進

して参ります。 
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クラブ紹介 

「ダンスで磨け、心と技」 

     KAD 担当 あおば 廣瀬梨乃 

ダンスクラブは「KAD」というチーム名

で活動しています。K は「子供の町」A は

「エンジェルホーム」D は「ダンスクラブ

チーム」です。地域のダンスチーム「DROPS」

主宰の MIKA 先生にレッスンしていただい

ています。 

KAD を立ち上げたクラブ代表の職員は、

「ダンスとの出会いが僕の世界観を豊かに

してくれました」と語っています。初心者の

私は「仕事だ！」と言い聞かせ、「痩せます

ように…」と願いながら必死に踊っていま

す。子どもたちはふざけることもあります

が、発表前は真剣な表情で練習をしていま

す。休憩中も動きまわっており大変タフで

す。 

ダンスクラブは外部での発表の機会があ

ります。10 月は、子供の町チャリティーバ

ザーでダンスを披露し、その後、妃殿下と一

緒に写真を撮っていただきました。11 月に

は、春日部市のイベントの「ハーモニーフェ

スタ」に参加しました。体調不良者が出て急

遽変更がありましたが、子どもたちは笑顔

で一生懸命に披露しました。 

外部イベントは、子どもの姿を外部の人

たちに見ていただける、そして児童養護施

設について知ってもらう良い機会です。今

後とも応援よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

寮の紹介 

 

5 寮紹介 

           主任 工藤彰人 

エンジェルホーム 5 寮です。エンジェル

ホーム唯一の女児寮として、現在 16 名の子

供たちが生活し、職員 8 名、パート職員 3

名でその支援を行っています。今年度、かえ

で寮と合わさったことで職員が多く配置さ

れていますが、そのおかげで子ども一人一

人と多く時間を取ることができ、日々楽し

く穏やかに生活しています。ここ最近『推し

』という言葉が流行っているようで、学校の

好きな子から好きなアイドル、好きなアニ

メキャラ等を『私の推し』と表現し、毎日キ

ャーキャー騒ぐ子ども達の姿がよく見られ

ます。推しへの熱い思いを語ってくれる子

も多く聞くのに疲れる毎日ですが、好きな

事に熱中する子ども達の姿はとても微笑ま

しく、職員みな若干の苦笑いで見守ってい

ます。勿論楽しいことばかりではなく、厳し

く子どもと対立することもあります。口の

立つ子の言葉に落ち込むこともありますが、

子ども達の為にとの思いを忘れず、職員一

丸となって養育に励んでいます。 

 

自立支援 より 

 

子供の町 自立支援担当 今野晧亮 

自立支援担当職員が配置されて２年目と

なります。この間、卒園生が抱えるニーズに

耳を傾けてきました。人間関係の躓きや体

調不良、家族との関係、銀行や行政とのやり
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取りに等に困難を抱えているという声を聴

きました。一人で全てを解決しようとせず、

困ったら、つながり、助けを求めてほしいと

強く願います。今後もつながり続け、伴走的

な支援者を目指してまいります。 

 

 

子供の町あれこれ 

 

◆10 月 9 日チャリティバザー開催＞ 

 コロナのため 4 年実施できなかったチャ

リティバザーを開催しました。 

 久しぶりの開催にスタッフの対応は大丈

夫か、お客様がきてくれるのだろうか、心配

が尽きない中、朝からは雨模様でしたが、多

くの来場者にお越しいただき盛況に終える

ことが出来ました。 

◆10 月 14 日＜桜川小運動会＞ 

 天候にも恵まれ、コロナによる入場制限

も解除されての運動会が開催されました。 

 広い校庭で、真剣な表情で走ったり、演技

する姿に子どもたちの成長を感じました。 

◆10 月 20 日＜庄和こばと幼稚園サウンド

プレイ参観＞ 

 サウンドプレイとは、音やリズムを通し

ての表現遊びです。参観では、子どもたちの

楽器演奏に感動したり、子どもたちと一緒

にリズム遊びをしたりと、参観した職員も

楽しいひと時を過ごしました。 

◆10 月 26 日＜葛飾中合唱祭＞ 

 春日部市文化会館にて合唱祭が開催され

ました。インフルエンザが流行したりで、十

分な練習も出来なかったようですが、客席

に向けて声を揃えて歌う姿は、感動の歌声

が響き渡っていました。 

◆11 月 29 日＜ワールドカフェ＞ 

 職員全体でのワールドカフェを開催しま

した。職員それぞれ積極的に意見を出し合

い、模造紙一杯に出された意見が埋まって

いました。この貴重な意見をみんなで具現

化していきたいです。 

◆12 月 22 日＜しめ縄作り＞ 

 三菱 UFJ 銀行様と、一般社団法人国際教

養振興協会様のしめ縄プロジェクトの協力

により、お正月のしめ縄づくりをしました。

国産の稲わらを使用し、皆さんに手伝って

もらいながらも、子どもたちは器用にそし

て丁寧にねじっては巻き・・・とても上手な

しめ縄飾りが出来上がりました。いくつか

は紙垂をつけて事務所の玄関に正月飾りと

して飾られました。 

◆1 月 7 日＜ホームカミングデー＞ 

春日部市の二十歳を祝う会に合わせて、

卒園 2 年目の子を対象に「ホームカミング

デイ」を開催しました。直接来園する子、式 

典に参加してから来園する子様々ですが、6

名の卒園生が来園しました。立派に成長し

た姿を見ることができました。

 

 

 

 

 

                            ＜カットイラスト 森島咲希＞ 
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「職員のワールドカフェ」                                     

 

 

 

「卒園生・ホームカミングデー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「KADダンスクラブ練習風景」 

               「小学校運動会」 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「幼稚園 サウンドプレイの風景」                               「しめ縄  
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R5年 9月～R6年 1月に寄付金・寄付品を頂いた方々（順不同・敬称略） 

 

荒木正和／荒木嗣則／石井正史／石橋信夫／板東智惠美／井上修／遠藤邦子／大川明弘／岡田

光男／門司一徹／河島丘征／北田幸一／木下育哉／木屋結花／清和秀樹／坂本大助／澤田健二

／澤建／島村志子／鈴木正哲／鈴木みね子／鈴木ワカ子／鈴村美子／須永十三男／スペース悠

悠／関根勇／染谷幸一郎／髙橋優／髙橋奈緒子／田中貴子／田中芳郎／豊春会／田中文男／中

嶋都子／中条紀孝／中田弘／中田裕紀／西島雅司／西村友希／根岸一明 ／長谷川浩一／長谷

川／ハッピィベア／濱田侑弥／林正／フードバンク／フードバンク埼玉／フジタミチコ／ボーイスカ

ウト春日部第 7団／細谷悟／ほっともっと／正木宏和／増田剛／松川美奈子／松本伸一郎／峯直

之／森川り加／森田歩乃実／森田奈々花／山下忠久／山田茂／有楽南桜井自治会／龍弓士／渡

邉浩／㈱UYEKI／㈱ABC エアコン／岡本㈱／㈲沖田土木／㈱BACKSTAGE／㈱YTSUN／㈱

アルファーズ／㈱イシモ建設／㈱カプセル Z／㈱ゴルフ･ドゥ／㈱埼玉りそな銀行／㈱三和文具／

㈱ジャパンゲートウェイ／㈲シライ建装／田中産業㈱／㈱チュチュアンナ 1%クラブ／東清物産㈱

／㈲東武管工設備／㈱ナカムラ米飯／㈱並木樹脂／ネッツトヨタ東埼玉㈱／㈱ノボダ／㈲萩原製

作所／㈱マヒル／㈱浜友A.L.／㈱浜友A.L. 楽園大宮店／バリュエンスホールディングス㈱／ピー

アール㈱／フェリック㈱／㈱フェリシモ／㈱フレーベル館／㈱丸山自動車／㈱三菱 UFJ 銀行／㈱

みのや／ヤマザキビスケット㈱／ユニ･ケアー㈱／ライフエンタープライズ㈱／㈱リバティエステート 

㈱レガシー／NPO法人 見沼ファーム 21／TENOHA東松山／一般社団法人 日本出版クラブ／ 

一般財団法人 ミツタカ／一般財団法人 子どもの未来支援機構／一般社団法人 ゼブラ社会貢献

支援協会／イトーヨーカドー労働組合 ヨーク分会／インテリアマツデン／田村荒物店／肉の二幸／

よろずや／八百倉商店／内堀医院／君塚歯科医院／宮本医院／オッティモサンタプロジェクト／ 

内牧夢らんど／かすかべ夢らんど／平方夢らんど／日本鏡餅組合／春日部商工会議所青年部／ 

春日部市社協庄和地区支部／春日部市民生委員児童部会／公益財団法人 毎日新聞東京社会事業

団／公益社団法人 日本理容美容教育センター／越谷北高等学校 PTA文化部／コストコ新三郷倉

庫店／埼玉県更生保護女性連盟／埼玉県食鳥肉販売業生活衛生同業組合／全国共済農業協同組

合連合会／埼玉県書店商業組合／埼玉県内ヤクルト販売会社／全国シャンメリー協同組合／全ヤ

オコー労働組合    

他匿名の方々           (R6.1.15までご寄付をいただいた方を記載しております) 

 

 

＊ 子供の町のホームページを開設しております。是非ご覧ください。    

http://kodomonomachi.jp/ 

＊ 後援会へのお問合わせ 事務局 ＴＥＬ 048-746-0206  

 

  

http://kodomonomachi.jp/

